
平成３１年度 事業計画 

Ⅰ基本方針 

 公益財団法人として、大阪市内の中小企業勤労者等の福祉の向上を図り、中小企業の振興に寄与するため、慶弔給

付金事業、健康管理事業、厚生事業を大きな柱とした総合的な福祉事業を着実に実施していく。そのため、積極的に

会員拡大をおこなうとともに、会員への的確な情報発信に努める。また、会員のニーズにそった会員に満足していた

だけるような魅力ある事業を着実に実施する。 

 

Ⅱ主な取り組み 

（１）会員拡大の取り組み 

⚫ 新規会員の獲得を効果的に行うために、より加入可能性の高い企業を発見し、加入に結びつけるために、営業リ

ストを総点検する。その点検後、リストに基づき、継続的な営業を行うことにより、顧客の関心を高め、入会に

結びつける動きにする。 

⚫ 工業会や産業会、関係団体等と連携をより密にすることにより、企業や団体のニーズをつかみ、営業やサービス

向上に活かしていく。 

⚫ 最近の人材確保の重要性などを勘案して、現行のパンフレットやちらしを見直し、企業や団体が加入への関心を

持つものに変更する 

⚫ 当団体の認知度を高めるために、展示会への参加を行う。 

 

（２） 魅力ある福利厚生サービス事業の展開 

⚫ より会員に喜ばれるイベントや講座、あっせんなどを実施するため引きつづき、アンケートを実施するととも

に、ニーズの分析を十分におこなう。 

⚫ 積極的に外にでかけ、新規サービスメニューや提携先の開拓を行う。 

⚫ 慶弔給付の内容や健康管理事業のメニューの点検をおこなう。 

 

（３） 職員の意識と資質の向上と業務の改善 

⚫ 職員が当団体の事業内容の理解に加え、会員からの問い合わせや営業に時宜をえた対応ができるよう、中小企業

等が必要とするような知識の向上に努める。そのため、当団体内で職員の勉強会を定期的に実施する。 

⚫ 退会防止を兼ねた企業等の訪問を引き続きおこない、親密感をもっていただくとともに企業等のニーズを把握す

る。 

⚫ 業務に関しての振り返りを常に実施し、業務の改善を行う。 

⚫ 慶弔給付金などの年度当初の該当者のリスト送付など、会員企業の事務担当の負担軽減等を図るような工夫をお

こなう。 

 

（４） 特定退職金共済事業の円滑な実施 

 昨今の人材確保の意向等を反映し、退職金制度に関心を持つ企業がふえている。平成３１年度中に、方針を決定

し、翌年度から新たな方策で実施することとする。 

 

（５） 積極的な情報発信 

⚫ 会員の利用に資するガイドブックの作成と広告掲載企業の開拓 
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⚫ 会員以外も関心を示すようなホームページでのイベント等の実施後の動画等での積極的な発信 

⚫ LINE＠やフェイスブックによる迅速な情報発 

⚫ 隔月発行のニュースとホームページの効果的な連携 

Ⅲ. 会員数動向及び拡大について 

 最近 3 ヶ年の会員数の動向は、減少にある。昨年・一昨年と比して、入会企業数は増加し、また、退会企業数は減

少したが、平成 30 年度 2 月の会員数は、14,721 名となり会員数が減少しているのでより積極的で効果的な会員拡大

策を講じていき、会員数 15,000 名をめざす。 

※平成 30 年度は 2 月までの実績 

項目 
平成 28 年度 

実績 

平成 29 年度 

実績 

平成 30 年度 

実績 

平成 31 年度 

計画 

年度当初企業数 1,212 社 1,154 社 1,111 社 

会員数 

15,000 名 

年度当初会員数 16,267 名 15,574 名 14,927 名 

入会者数(新規・追加) 2,004 名 1,941 名 ※1,921 名 

退会者数（取消・退会） 2,398 名 2,659 名 ※2,479 名 

純増減 -394 名 -718 名 -558 名 

入会企業数 35 社 27 社 ※37 社 

退会企業数 86 社 80 社 ※52 社 
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Ⅳ 福利厚生事業 

１.生活安定事業 

 平成 31 年度は、昨年度並みの支給件数を想定している。死亡弔慰金、災害見舞金の支給条件について、 

条件の整理と見直しを検討する。 

 

①慶弔給付事業 ※平成 30 年度は、2 月末までの実績 

給付名称 金額 
平成 28 年度 平成 29 年度 ※平成 30 年度 平成 31 年度 

実績 実績 実績 計画 

成人祝金 10,000 円 33 件 30 件 24 件 29 件    290,000 円 

卒業祝金 10,000 円 4 件 4 件 0 件 3 件     30,000 円 

結婚祝金 20,000 円 238 件 198 件 157 件 198 件  3,960,000 円 

再婚祝金 10,000 円 25 件 25 件 21 件 24 件    240,000 円 

出産祝金 10,000 円 382 件 329 件 251 件 321 件  3,210,000 円 

入学祝金 10,000 円 764 件 707 件 632 件 701 件  7,010,000 円 

永年勤続（10 年） 5,000 円 445 件 441 件 372 件 420 件  2,100,000 円 

永年勤続（15 年） 10,000 円 233 件 242 件 208 件 228 件  2,280,000 円 

永年勤続（20 年） 15,000 円 315 件 327 件 159 件 267 件  4,005,000 円 

永年勤続（30 年） 20,000 円 90 件 125 件 97 件 104 件  2,080,000 円 

永年勤続（40 年） 30,000 円 22 件 43 件 28 件 31 件    930,000 円 

還暦祝金 10,000 円 254 件 237 件 212 件 235 件   ,350,000 円 

銀婚祝金 20,000 円 107 件 90 件 88 件 95 件  1,900,000 円 

金婚祝金 30,000 円 11 件 16 件 5 件 11 件    330,000 円 

傷病見舞金 10,000 円 104 件 69 件 48 件 74 件    740,000 円 

災害見舞金 20,000 円 2 件 2 件 2 件 2 件     40,000 円 

死亡弔慰金（本人） 50,000 円 13 件 16 件 15 件 15 件    750,000 円 

死亡弔慰金（配偶者） 25,000 円 14 件 23 件 10 件 16 件    400,000 円 

死亡弔慰金（親族） 10,000 円 362 件 360 件 326 件 350 件  3,500,000 円 

合計 3,418 件 3,284 件 2,655 件 3,124 件  36,145,000 円 
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②物資斡旋事業 

 平成 30 年度は今までにない商品も取り扱うことで、昨年より販売件数を増やすことができた。平成 30 年度は会員

がどのような商品を欲しいのか現状把握のためのアンケートを実施し、野菜やフルーツが人気だった。平成 31 年度

は、地域の特産でこだわりのある商品のあっせんを積極的に行う。宣伝方法も工夫する。 

【年間予定】 

予定事業 掲載号 
平成 28 年度 平成 29 年度 平成 30 年度 平成 31 年度 

実績 実績 実績 計画 

八尾のえだまめ 5.6 月号 41 件 39 件 42 件 50 件 

佐藤錦 5.6 月号     24 件 25 件 

あら川のもも 7.8 月号   7 件 64 件 60 件 

わけありマンゴー 7.8 月号    20 件 

白川さんちのおいしいお米 9.10 月号     11 件 15 件 

北海道の秋の味覚  9.10 月号 26 件 20 件 22 件 25 件 

鳥取県産モサエビ 9.10 月号       20 件 

年末あっせん 11.12 月号 202 件 77 件 78 件 90 件 

ミキハウス 2020 年新春福袋 11.12 月号 8 件 41 件  29 件 35 件 

デコポン 3･4 月号 37 件  24 件 34 件 30 件 

家庭常備薬（金額ベース） 年３回 約 180 万円 約 180 万円 約 130 万円 約 150 万円 

合計 314 件 208 件 304 件  370 件 

 

２.健康維持増進事業 

 平成 31 年度の健康維持増進事業は、主軸の事業であり、会員にとってより分かりやすくなる制度と検討する。 

加えて人間ドックの補助のあり方についても検討する。 

 

※1 OCS 健診・婦人健診含む  ※2 平成 30 年度は、２月末までの実績 

給付名称 補助額 
平成 28 年度 平成 29 年度 平成 30 年度※２ 平成 31 年度 

実績 実績 実績 計画 

一般検診（本人）※１ 1,600 円 3,759 件 3,623 件 3,148 件 3,483 件 

一般検診（35 歳未満） 1,000 円 1,012 件 807 件 855 件 890 件 

付加検診（本人） 3,200 円 356 件 371 件 476 件 420 件 

人間ドック ～8,000 円 152 件 148 件 110 件 126 件 

合計 5,279 件 4,949 件 4,589 件 4,919 件 
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３.自己啓発事業 

 平 30 年度は、新入社員研修だけでなく日本公認会計士協会近畿会との協力し会計セミナーを新たに実施した。 

平成 31 年以降、働き方改革等に対して、経営者や総務担当者の方にも資するようなセミナーなどを実施する。 

         ：既存事業 

①実施事業     ：新規事業 

事業名称 掲載号 
平成 28 年度 平成 29 年度 平成 30 年度 平成 31 年度 

実績 実績 実績 計画 

新入社員研修 3・4 月号 23 名 22 名 17 名 25 名 

退職準備セミナー 未定 6 回 6 回 6 回 6 回 

会計セミナー 未定     40 名 30 名 

メンタルヘルセミナー等 未定       40 名 

合計 23 名 22 名 57 名 95 名 

 

②提携施設 

 産業能率大学、イング・ライセンスアカデミー、朝日カルチャー、資格の学校ＴＡＣ、COCO 塾、ホームメイド

クッキングとの提携を継続する。 

 

４.余暇活動事業 

 平成 30 年度は、すべての企画事業でアンケート実施をした。その結果、体験講座や教室などの手軽に参加できる

事業の企画が望まれている。平成 31 年度は、東京オリンピックも開催される前年にあたり世間の関心も高くなって

いるので、特に手軽に参加しやすく、世間の関心も高い競技の体験イベントを企画する。また約半数の企画事業を新

しく実施することで、より多くの会員の参加を促していく。 

          ：既存事業 

【自主企画事業】   ：新規事業 

事業名称 開催月 
平成 28 年度 平成 29 年度 平成 30 年度 平成 31 年度 

実績 実績 実績 計画 

大川桜ランチバイキング 4 月 34 名 43 名 61 名 50 名 

ホテルニューオータニ大阪ウィークエンドビュッフェ 4・5 月    110 名 実施中 110 名 

海釣り大会 6 月  33 名 28 名 35 名 

船釣り 8 月   43 名 40 名 

さつまいも堀り 8 月   20 名 30 名 

ソフトボール大会 9 月  14 チーム 14 チーム 14 チーム 

運動会 未定   41 名 40 名 

大忘年会 12 月  230 名 183 名 300 名 

ボウリング大会 2 月  141 名 142 名 152 名 

蓬莱本館で豚まん焼売手作り体験 3 月  52 名 募集中 50 名 

疲れないランニング入門 5 月       15 名 

ボルタリング体験 5・6 月号       15 名 

カヤック体験 7 月       25 名 
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アーチェリー体験 8 月       15 名 

サマーフェスティバル（仮称） 7 月    100 名 

船上ビアパーティ 8 月       40 名 

乗馬体験 10 月    20 名 

スワッグ作り体験 11 月    15 名 

婚活パーティ 11 月    30 名 

秋の京都 お食事付寺院めぐり 10～12 月    40 名 

合計 861 名 839 名 834 名 1,122 名 

 

【宿泊】※1 平成 30 年度は、1 月末までの実績 ※2 ときめきの宿は平成 30 年度で終了 

施設名称 種別 補助額 
平成 28 年度 平成 29 年度 平成 30 年度 平成 31 年度 

実績 実績 実績※1 計画 

JTB 

会員 2000 円 

41 泊 26 泊 33 泊 36 泊 

かんぽの宿 75 泊 50 泊 46 泊 60 泊 

ハイツ＆いこいの村 4 泊 2 泊 4 泊 3 泊 

休暇村 103 泊 82 泊 64 泊 91 泊 

セラヴィリゾート泉郷 

(ときめきの宿※2) 
1 泊 1 泊 0 泊 1 泊 

湯快リゾート 122 泊 146 泊 121 泊 138 泊 

合計 346 泊 307 泊 268 泊 329 泊 

JTB 

家族 1000 円 

82 泊 49 泊 46 泊 63 泊 

かんぽの宿 75 泊 73 泊 48 泊 69 泊 

ハイツ＆いこいの村 6 泊 2 泊 18 泊 9 泊 

休暇村 126 泊 121 泊 112 泊 127 泊 

セラヴィリゾート泉郷 

(ときめきの宿※2) 
0 泊 0 泊 0 泊 1 泊 

湯快リゾート 228 泊 273 泊 190 泊 255 泊 

合計 517 泊 518 泊 414 泊 524 泊 
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【年間チケット】※平成３０年度は 1 月末まで 

事業名称 
平成 28 年度 平成 29 年度 平成 30 年度 平成 3１年度 

実績 実績 実績※ 計画 

東京ディズニーリゾート（特別利用券） 590 枚 569 枚  524 枚 590 枚 

海遊館 309 枚 246 枚  230 枚 265 枚 

天保山大観覧車 106 枚 72 枚  40 枚  70 枚 

京都水族館 88 枚 90 枚  65 枚  90 枚 

アドベンチャーワールド 313 枚 265 枚  157 枚  260 枚 

ナガシマスパーランド 281 枚 238 枚  270 枚  285 枚 

志摩スペイン村 20 枚 26 枚  53 枚  45 枚 

湯源郷 太平のゆ（なんば店） 1,265 枚 504 枚  397 枚  450 枚 

湯源郷 太平のゆ（忠岡店） 130 枚 130 枚  135 枚  130 枚 

湧出天然温泉 くつろぎの郷 湯楽 681 枚 351 枚  188 枚  250 枚 

街の湯治場 上方温泉一休 660 枚 570 枚  425 枚  530 枚 

源気温泉 おゆば 74 枚 57 枚  33 枚  50 枚 

箕面湯元 水春 111 枚 55 枚  58 枚  75 枚 

鶴見緑地湯元水春 67 枚 39 枚  12 枚  35 枚 

万葉倶楽部（神戸ハーバランド） 17 枚 21 枚  18 枚  20 枚 

阪神戦年間指定席共通 406 枚 458 枚  454 枚  496 枚 

ガンバ大阪戦年間指定席 70 枚 72 枚  68 枚  70 枚 

アフター5 甲子園外野指定席外野 162 枚 106 枚  86 枚  70 枚 

ひらかたパーク 227 枚 228 枚  217 枚  225 枚 

みさき公園 192 枚 140 枚  168 枚  165 枚 

合計 5,769 枚 4237 枚 3,598 枚  4,171 枚 

 

【期間限定チケット】※平成 30 年度は１回目の実績、2 回目は募集中 

チケット名称 
平成 28 年度 平成 29 年度 平成 30 年度 平成 3１年度 

実績 実績 実績 計画 

東宝シネマズパスポート共通 359 枚 373 枚  194 枚  400 枚 

松竹 特別団体鑑賞券Ａ共通 23 枚 31 枚  8 枚  25 枚 

松竹 特別団体鑑賞券Ｂ共通 112 枚 105 枚  50 枚 80 枚 

イオンシネマ    100 枚 

合計 494 枚 509 枚  252 枚  605 枚 
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【ニュース掲載チケット】 

チケット名 掲載号 
平成 28 年度 平成 29 年度 平成 3０年度 平成 3１年度 

実績 実績 実績 計画 

ディズニー・オン・アイス 5・6 月号 135 枚 106 枚 67 枚  100 枚 

六甲山スノーパーク入場引換券 11・12 月号 8 枚 25 枚 23 枚  20 枚 

トミカ博 inＯＳＡＫＡ 3・4 月号 76 枚 79 枚 44 枚  70 枚 

プラレール博 inOSAKA 11・12 月号 70 枚 71 枚 80 枚  75 枚 

合計 289 枚 281 枚 214 枚  265 枚 

 

５.情報提供事業 

 平成３１年度は、ホームページ、LINE＠での情報発信を広報・宣伝を中心媒体としてより一層の活用を行う。会

員にとって利便性の高いホームページだけでなく、これから入会しようと考えている企業の担当者にとってわかりや

すい情報の提供を行えるホームページ作りを行う。 

 

※10 月より LINE＠を実施（平成 30 年 1 月でモバイル終了） 

項目 内容 取組み 

ホームページ 

（目標：24,000 ユ

ーザー数） 

事業内容、最新情報の掲

載、事業周知 

・入会希望の担当者にわかりやすいサイト作りの工夫 

・ホームページの更新頻度を多くする 

・動画を活用して、イベントなどのレポートを充実させる 

LINE＠※１ 

（目標：1000 名） 

阪神の年間指定席などの

お得な情報の提供 

・発信回数を多くすることで、会員とのつながりを密にする 

・あっせんや企画などで AB テストをすることで、参加意識を高める 

・営業への活用ができないかを検討する 

フェィスブック 

（目標：155 いい

ね） 

会員への情報提供、未加

入企業への PR 

・動画を取り入れて、イベントの臨場感を伝える工夫をする 

・未加入企業への PR をするために、FB 広告の活用を検討する 

OCS ガイドブ

ック 

（発行部数：

23,000 部） 

事業内容・利用方法等を

掲載した冊子（1 回/2

年） 

 平成 31 年度はガイドブックの作成時期となるが、紙での情報発信

の必要性とコストを比較して、最善策を検討する。また積極的に広

告を募集する。 

OCS ニュース 

（発行部数：

16,500 部/1 回） 

イベント・セミナー等の

主催事業、各種チケッ

ト、あっせん等のお得な

情報を提供（６回/年） 

ホームページと連携するようにレイアウトやクイズなどの企画を

工夫する。また会員に参加してもらえるように、イラスト・伝え方

やキャッチコピーなどを工夫して魅力を伝える。 
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Ⅴ 退職金共済事業 (公２) 

 退職後の生活基盤の安定を図るため、所得税法施行令第 73 条に基づく「特定退職金共済団体」として、特定退職

金共済事業を引き続き実施する。あり方についても検討する。 

① 加入対象事業所         大阪市内のすべての事業所 

② 加入対象年齢          １５歳以上７５歳未満の従業員(パートタイム労働 

     者及び使用人を兼務する役員を含む) 

③ 掛金の負担           事業主の全額負担  

④ 掛金の設定           1 口(1,000 円)から３０口(30,000 円)まで 

                   １口単位で自由に選択できる。 

⑤ 掛金変更            加入後、途中での増額の変更ができる。 

⑥ 退職一時金           加入者が退職したとき、掛金の納付月数に応じて 

                  退職一時金を本人に支給する。 

⑦ 退職一時金と年金との選択    一時金または年金の選択(5 年・10 年) 

⑧ 遺族一時金           加入者が死亡したとき、掛金の納付月数に応じて 

                  遺族一時金を遺族に支給する。 

⑨ 解約手当金            契約が解除されたときは、解約手当金を加入従業員に支給する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


